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リンから［3H］アセチルコリンへの変換が確認され
た。以上の結果より、HL－60およびJurkat細胞は、
コリン／H＋交換輸送を有するCTL1を介してコリン
を輸送していると考えられた。更にCTLI機能は、
白血病細胞における細胞増殖機能と深く関わってい
ることが示唆された。また、Jurkat細胞は、アセチ
ルコリン合成系を有しており、アセチルコリンを介
したauto／paracrine　systemによる免疫応答機構iの存
在が考えられる。
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　症例は59歳男性。2007年10月頃より血疾出現。
2008年10月に血忌の増加を認め面心受診。血忌細
胞診で悪性を疑われた。気管支鏡検査で右B6一底面
分岐部に結節型の隆起性病変を認め、生検にて扁平
上皮癌と診断された。2009年1月　　1に精査加療
目的に当院紹介となった。気管支鏡を施行し精査し
たところ、右B6底幹分岐に長径20　mm大の扁平上
皮癌を認めた。肺癌診療ガイドラインで光線力学的
治療（PDT）の推奨とされている長径10　mm以下
の中心型早期肺癌からは除外され手術を検討した
が、患者の強い希望のため2009年2月■■にレザ
フィリンーPDTを施行した。　PDT施行4時間前にレ
ザフィリン（40mg／m2）を静脈内投与し、レーザー
照射直前に自家蛍光気管支鏡（SAFE－3000）を使用
して光線力学的診断（PDD）を施行した。　PDDに
より腫瘍から発する赤色蛍光イメージにて照射範囲
を決定した。右B6一無派分岐部に底幹側（100　J／cm2、
150mW／cm2）及びB6側（120　J／cm2、180　mW／cm2）
よりそれぞれレーザー照射を行った。PDT治療後3
カ月でCRを確認し、1年以上経過した現在でも再
発を認めず良好な結果を得ている。肺癌に対するレ
ザフィリンーPDTの成績を検証した結果、レザフィ
リンーPDTでは腫瘍長径10mmを超える病変でも
CR率が高いという結果が得られた。光感受性物質
に従来のフォトプリンよりも長波長のレーザーで光
化学反応が惹起されるレザフィリンを使用すること
で、より深い部分にまでレーザーが到達する可能性
があり、腫瘍長径10mmを超えるような病巣に対
してもPDTの適応拡大の可能性があることが示唆
され、従来の肺癌診療・治療ガイドラインの改訂が
必要な時期と考えられる。
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【目的】　近年食道癌に対する術前化学放射線療法の
重要性が増している。しかし、無効例では治療利益
が無いだけでなく副作用の問題がある。本研究の目
的は術前化学放射線療法の効果予想マーカー開発
し、その予後を改善することである。
【方法】　37例の食道癌患者の血清から血中タンパ
ク質の発現をプロファイルした。Luminexシステム
を用いて血中タンパク質の発現量を測定した。
【結果】　37例の術前化学放射線療法の効果と予後
を比較した。その結果Grade　1＋2群vs　Grade3群に
有意差を認めた（log－rank検定、　P＝0．O1358）。
　Grade　l＋2群vs　Grade3群で血中タンパク質の発現
量を比較した結果sIL－6R、　MIP．　lb、　PAI　I．active、
IL8、　GM．CSFの5種類に有意差を認めた。
　5種類のタンパク質の予後を調べるとsIL－6Rの
み発現量と予後に有意差を認めた。
【結論】　術前化学放射線療法の効果予想マーカー候
補としてsIL－6Rを開発した。進行食道癌に対する
術前化学放射線療法の適応は拡大しており、今後効
果予想マーカーの必要性はより高まると考えられ
た。
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